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実験実施機関 実験群 統制群 合計
琉球大学 21 19 40 
インターカルト日本語学校 10 10 20 
A日本語学校 40 38 78 
















1: Fable animale A T1-299 動物を主たる行為者とした話．教訓的意図をもたない．
2: Joculat AT1000-2399 笑いの要素あるいは，笑いを強調する形式の単一形式の話.4の nobellat
と同じく，現在の生活が主題となっているが，この中には，実現不可能な事件，非現実的なこと
をす及ったものも多い．
3: Fabulat AT750-849 信じられた話，伝説モティーフ，伝説形式の物語．
4: N obellat A TSS0-999 超自然的要素が欠けている主題の物語．


















































① 読解教材1の学習 実験群 統制群
一一惨

































この結果から，問題項目 3,6, 11, 12番は，通過率が 85%以上であったため，分析対象か
ら外し，これらの項闘を除く 13項目を用いて分析を行った．
表3 率前テストの問題項目の通過率
問題項目 通過率 問題項目 通過率
問題1 0.82 問題10 0. 79 
問題2 0. 83 問題11 0. 86 
問題3 0.89 問題12 0. 92 
問題4 0.67 問題13 0.67 
問題5 0.83 問題14 0. 83 
問題6 0. 85 問題15 0. 53 
問題7 0. 71 問題16 0. 75 
問題8 0.83 問題17 0.43 






















つぎに，実験群と統制群の等質性を調べるために t検定を行ったところ， t=-2.84 (dfニ 136,
pく.05）で， 5%水準で有意差有りという結果になった． したがって，事後テストの分析に関し






この結果から，問題項目 1,2,3,4,6, 7,9, 12, 13番は，通過率が 85%以上であったため分
析対象から外し，これらの項目を除く 7問題の項目を用いて分析を行った．
表5 卒後テストの開題項目の通過率
問題項目 通過率 問題項目 通過率
問題1 0. 91 問題 9 0. 97 
問題2 0.99 問題10 0. 58 
問題3 0. 89 問題11 0. 59 
問題4 0.93 問題12 0. 89 
問題5 0.49 問題13 0. 96 
問題6 0. 88 問題14 0. 59 
問題7 0. 88 問題15 0. 66 
























13. 87 5. so 


















































































加藤清方（1992) 「日本語学習支援のためのメデ、イアの統合と知的 CAIJ, IF日本語教育」第78号，日本語教
育学会， 20-30.
Gagne, Ellen D. (1989) 「第7章 読解」，赤堀侃司・岸学監訳（1989）「学習指導と認知心理学J パーソナル
メディア， 236-284. (The Cognitive Psychology of School Learning. (1985) Scott, Foresman and Com“ 
pany, Glenview, Illinois, U.S.A.) 
金城尚美（1995) 「日本語の文章理解における挿入質問の効果に関する実験的研究」， F教育メディア研究J




吋見聴覚教育J 45: 6, 34-38. 
(1991b) r第 1章 ハイパーメデ、イア教材研究の背景と目的」， Fハイパーメデ、イアーーサイエン
ス・ハイパーキューブム平成3年度文部省助成ニューメディア教材の研究開発事業報告書，日本視聴覚
教育協会， 9-18.
吉田 甫（1980) γ文章の理解におよぼす質問の位置の効果」， r宮崎大学教育学部紀要」人文科学第47号，
59-65. 
Frase, Lawrence T., Edwar Patrick, and Harry Schumer. 1970. E宜ectof question position 
and frequency upon learning from text under di妊erentlevels of incentive. journal of Edu白
cational Psychology, Vol. 61, No. 1, 52-56. 
Hamaker, Chiristian. 1986. The effects of adjunct questions on prose learning. Review of 
Educational Research, 56, 212-242. 
Rickards, John P. 1976. Interaction of position and conceptural level of adjunct questions 
on immediate and delayed retention of text. Journal of Educational Psychology, Vol. 68, 
No. 2, 210-217. 
Rothkopf, Ernst Z. 1970. The concept of mathemagenic activities. Review of Educational 
Research, Vol. 40, No. 3, 325-336. 
Rothkopf, Ernst Z. and Ethel E. Bisbicos. 1967. Selective facilitative e百ectsof interspersed 
questions on learning from written material. Journal of Educational Psychology, Vol. 58, 
No. 1, 56-61. 
